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橋

論

叢
･
第
八

巻

第
六

貌

､

滑
.

■
■

息

.
日

本
軽
螢
草
食
第
十
大
同
大
合
配

口
十

月
三

十
】

日

か

ら
十

一

月
二

8
ま

で

三

日

間
に

五
つ

て

明
治

大
草
で

日

本
観
替
拳
骨
第
十

六

同

大

骨
眉

周
催
せ

ら

れ
た

が

参
加

者
箕
に

〓
ハ

四

人

に

上
り

趣
め

て

盛

骨
で

■
ぁ
っ

た
｡

本
年
の

共
通

論
題
は
｢

生

産
力
凍
発
と

経

啓
開
題

+

で

あ
つ

て
､

其

報

骨
者
及
び

報
骨

論
題
は

次
の

滝
p

で

あ
㌃
｡

｢

生

産
力
塀
充
と

経
理

統
御

｢

塵

産
力

演
充

と

軽
骨
比

餃

+
/

､

生

産
力
携
充

と

夢
務

管
理

｢

女
鹿
力

携
充

と

潜
働

節
季

】

､

経

常
均

衡
と

蜜
患
力
摸
充

｢

生

産
丸
損
充

と

韓
逢

升

一

､

臥
織
的

合
鑑

化
打

つ

い

て

大
阪

商
大

木

村
和
三

部
氏

東
女
南
淡

絵

本

雅

卦

氏

両

島
一
高

南

中

村
骨
女

郎
氏

神

戸
臥
大

■
古

林

笥

棄
民

構
濱
高
敵

魚

津

済
民

喝
治

大

串

腕
.生

平
八

郎
戊

東

京
帝
大
■

高

宮

替
氏

第
→

日
､

生

産

力
横
充

は

生

産
性
の

向

上
で

あ
り

､

生

産
棟
充

は

生

産

量
の

帝
大
で

あ
る

｡

.
そ

し

て

今

日

は

塵

産
横

充
の

時

代
で

あ
つ

て
､

こ
･
の

■

凝
摺

で

瓜

連

慶
他
の

低
下
の

た

必

に

物
傾
が

鹿

骨
す
る

故
拡

､

利

潤

漑

嘲
､

夷
い

で

庫
産
費

放
嘲
に

よ

つ

て

そ
･
の

抑
嘲
が

企
て

ら

れ

た
.

併
し

そ

の

衆
果
は

騰
貴
の

時

期
を

軸

く

ら

す

に

す

ぎ

な

叶

と

い

ふ

木
村
教
授
の

主

蛮
の

後
を
う

け

て
､

租

本
は

先
づ

生

産
力
揖
充
と

経
昏
比

較
と
の

基
本
的

関
係
を

託

喝
し

､

そ
の

う

ち

特

に

労

働
意

慾
を

制
裁
す

る

た

め

に

行
億

れ

る

経
昏
報

英
樹
皮
に

役
立

つ

軽
骨
連

銀
り

比

較
を
と

り

あ

げ

て
､

こ

れ

を

詳
述

し

た
｡

.
中

村
教
授
は

戦
争
の

夢
務

管
理
へ

切

影
響
を
詮

明
し

た

後
に

､

企

業
資
本

家
的

意

識
と

園
家

的
要

請
が

個

別
資
本
に

於
て

如
何
な
る

関
係

を

も
つ

か

を

理

論
的

に

研

究

す
べ

き

必

要

を

主

来

さ

れ

た

に

暫

し
､

古
林

教
授
は

､

過

去
の

合

理

化
時

代
の

夢

働
能

率
戟
に

比

較
し
て

現

在
戦
時

経

済
下

に

於

け

る

螢

働
罷

率
の

特
色
を

論
じ

､

こ

の

新
な

欝

働
髄

率

問
題
の

解
決

に

必

要
な

侯
件
と

し

て

密
集
組

織
の

革
新

､

勒
穿

理

念
の

襲
革
等

を

升
託

せ

ら

れ

た
｡

次
に

生

産
力
凍
充
の

た

め

に

は
､

財
務

均

衡
､

技
術

均

衡
､

費
用

均

衡
の

必

要

な

る

こ

と

が

黒

澤

教
授
に

よ
つ

て

主

野

せ

ら

れ
､

生

産
力

横
充
と

輪
速
力

と
の

闇

係
を
み

る

に
､

戦
時

に

は

韓
速
力
不

足
､

戦

後
に

は

帝
迭

オ
過

大
と

な

る

故
に
+

今
日

前

者
は

玲
迭

力
め

合
理

化
に

よ

り
､

後
者
は

国
土

計
妻
に

よ

る

輪
迭

計

董
に

よ
つ

て

配

慮
せ

ら

れ

ね

ぼ

な

ら

ぬ

こ

と

が

麻
生

教
授
に

よ

つ

て

論
究
せ

ら

れ
た

｡

.
第
二

日
､

生

産

力

携
充
の

め

ぎ

す

優
秀

､

豊

富
､

低
廉
な

塵

産
は

生

産

合
理

化

に

よ
つ

て

達
成
せ

ら

れ

る

が
小

生

産
合

理

牝
の

う

ち

今
計

時

に

重

一

項
な

芸
避

骨
相

嘉
に

哀
け

る

食

器
で

あ

る
･こ
と

が

高

官
教
授
托

よ
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･

･
r

､

つ

て

カ
乾
せ

ら

れ

た

後
に

､

共

通

論
題

に

つ

い

て

の

質

疑

庭
答
が

骨
員

同

に

清

澄
に

行

は

れ

た

が
､

そ
の

う

ち

特
に

記

録

を

要

す
る

の

は

生

産

力
接

充

は
､

黒

澤

教
授
む

主

張
に

反

し

て
､

経
皆
均

衡
を

破
る

こ

と

に

よ

つ

て

促

進
せ

ら

れ

る
■
の

で

は

な

い

か

と

い

ふ

古
林

教
授
の

質

問
で

あ

ら

う
｡

コ
､

第
一

日
､

共

通

論

題
の

報

肯

後
､

午

後
三

時
か

ら

公

開

講
演

合
が

開

か

れ
､

其

庭
で

は

京

都

帝
大

､

谷
口

吉

孝
教
授
は

｢

裏
金
凍

結
と

東

亜

緩

折
+

の

題

下

に
､

資
金

凍

結
の

意

軍

歴

史
､

束
亜

に

及

ぼ

す

影
響
を

樺

種
な

角

度
か

ら

詳
論
せ

ら

れ
､

義
民

金

庫
理

事
長

青
木

得
三

氏

は

｢

日

本

財

政

金

融
の

前

途
+

の

題

下
に

日

本

財

政

金

融
は

膨
脹

す
る

で

あ

ら

う

と

論
じ

夫
々

韓
衆
に

多
大
の

感
銘

を

あ

た
へ

た
｡

[
-

第
二

巧

か

ら

第
三

日

干

前

に

か

け
て

左

記
の

諸

氏
が

夫
々

次
の

白

山

問
題
に

つ

い

て

報
骨
せ

ら

れ

た
｡

｢

共

栄
圏

内

に

行
は

る
べ

き

貿

易
契
約
の

新
形

態
に

つ

い
.
て

東

京
外
語

大
･
谷

敏

治

氏

≠

一

､

経
瞥
と

倫
理

一

､

中
小

商

業

統
合
の

必

鈷
性

一

､

中
小

二

葉
経
皆
の

合
理

化

一

､

践

道

検
迭

統
御

中

央

大

草

大

越

貞
】

氏

関
西

大

畢

加
藤
金

次

郎
氏

山
∩

二
見

商

末

故

玄

六

氏

大
分
高

尚

田

中

菩
】

氏

】

､

ア

メ

タ

カ

合

衆

囲
に

於

け
る

金

融

統
制横

濱
商

事

塵

野

谷

九
十

九

氏

油

島

▲

叩

｢

簾
域

経
済
の

意

義

草

稿

田

大

草

中

島

正

信

氏

｢

中

等

畢

投
に

於

け
る

商

業
教
授
内
容
に

つ

い

て

名

古
産
高

商

前

島

治

}

氏

｢

生

活
必

需
品
の

滑

費

規

正

に

関

す

る

諸
問
題

神
戸

高
南

本

田

賓
氏

一

､

統
制
経
済
と

保
険

堺
治

大
挙

印

南

博

吉

氏

こ

れ

ら
の

報
告
は

い

づ

れ

も

極

め

て

有

益

な

も
の

で

あ
つ

た
が

､

あ
た

へ

ら

れ

た

耽
幅
の

関
係

上
､

そ
の

内

容

を

紹

介

す
る

こ

と

を
や

め

そ

の

す
べ

て

を
近

く

萱

刊

さ

れ

る

陸

曹
畢

論
集
第
十

六

輯
に

護

り

た
い

｡

口
車

倉
田
催
中

､

第
一

日

夜

は

明
治

大

串

組

長

に

よ

り
､

第
三

日

夜

は

東

京
商
工

魯
議
所
に

よ

つ

て

夫
々

骨
自
二

同

は

晩

餐
骨
に

招

待
せ

ら

れ

た
の

で

あ
る

が
､

席
上

二
)

昨

年

匿
の

大
骨
に

於

け

る

要

望

に

應
じ
て

拳

骨

幹
部
の

若

返
p

の

■
た
め

に

現

常
務
理

事
の

絶
静

聴
と

常
務
理

事
を

輔
佐

し

て

拳

骨
振

興
の

推

進

力
た

ら
し

む
べ

き

幹
事
制

定
の

新
設
が

撃
盲
せ

ら

れ

た
こ

と

と
､

(

二
)

拳

骨
と

貸
際

界
と

の

連

繋
を
一

層
密
接
な

ら

し

む

る

た

め

に

商
工

骨

議
所
の

専
門

委
員

骨
に

一

層
簾
範

囲
収

専
門

学

者
を

参
加

せ

し

む

る

こ

と

が
】

部
の

骨
員

に

よ

つ

て

弔

く

主

張
せ

ら

れ
た

こ

と

を

附

記
し
て

お

こ

う
｡

最
後
に

､

本
大

骨
開
催
に

あ
た

野
一

方
な

ら

ぬ

御

骨
折

を

辱
う

し

た

明
治

大
串

関

係

者
に

射

し

骨
員
の

一

人
と

し

て

真

心

か

ら

感

謝
の

意

を

表
し

て

こ

の

草

食
報

皆

記

を

終
り

良
い

｡

(

松
本

雅

男
)
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